
編 集 後 記 

 

埼玉県環境科学国際センター報は、県民並びに関係諸機関にセンターの活動を紹介するための情報源

としてだけではなく、環境情報の収集・発信のための媒体としての役割がある。センターは平成12年４月に活

動を開始しており、本報（第20号）は、20年度目に当たる令和元年度の活動を記録したものである。 

現在、サクラの外来害虫、クビアカツヤカミキリの県内における被害地点が大きく広がっている。センター

では被害防止に関する研修会等を開催し普及啓発を図るとともに、令和元年度も県民参加による、全県を

対象とした「クビアカツヤカミキリ発見大調査2019」を６月から実施した。その結果、被害が確認されなかった

地点も含め県内40市町の489か所から報告があり、そのうち、12市の206か所から被害（成虫のみの確認を

含む）の報告が得られた。また、センターのこれまでの研究成果や蓄積・保有している技術・情報などをまと

めた「埼玉県環境科学国際センター研究シーズ集」は、SDGsとの関係などを盛り込み第２版を発行した。全

国に先駆け平成30年12月にセンターに設置された「埼玉県気候変動適応センター」は、新たにホームペー

ジ（SAI-PLAT）を立ち上げ、サイエンスカフェなど様々な手段による情報発信を本格的に開始した。さらにセ

ンターの環境学習機能の中心である展示館は、変化していく環境問題に対応するため、令和２年１月から３

月の間に、大型シアターの設置や展示物のリニューアル等改修工事を行った。 

令和２年２月中旬以降、新型コロナウイルス感染症（COVID-19)の感染拡大予防対策の観点から、予定

していた出前講座や海外への研究員派遣などが中止になったり、学会が紙面発表になったりと、様々な事

業が中止・縮小された。展示館も６月まで休館となり、３月24日に予定されていた展示館のリニューアルオー

プンは延期となった。 

今後、センターでは新型コロナウイルス感染症の発生動向に配慮しながら、経常的な調査活動・研究活

動だけでなく、多様化する県内の環境問題の解決に向けて時代に即した業務を進めていく所存である。 

本報は、印刷原稿の作成までをセンター全職員の参加により行ったものであるが、編集方針・内容の決

定、具体的作業に当たっては、下記の編集委員会がその任を負った。 
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